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学びの広場�
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　�　日
　
時
　
９
月
７
日（
火
）10
時
〜
12
時�

場
　
所
　
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

講
　
師
　
山
野
内
キ
ミ
子 

さ
ん

定
　
員
　
15
人

持
ち
物
　
ハ
サ
ミ
・
鉛
筆
・
も
の
さ
し
・
液
体
の
り�

日
　
時
　
９
月
９
日（
木
）

　
　
　
　
24
日（
金
）・
29
日（
水
）�

　
　
　
　
10
時
〜
11
時
30
分�

場
　
所
　
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

講
　
師
　
菊
地
洋
子 

さ
ん

定
　
員
　
15
人

材
料
代
　
２
８
０
０
円

持
ち
物
　
裁
縫
道
具
・
鉛
筆
・
色
鉛
筆
・
も
の
さ
し�

　　
中
央
公
民
館
の
窓
枠
・
サ
ッ
シ
工
事
の
た

め
会
場
の
使
用
が
制
限
さ
れ
ま
す
。ご
利
用

の
皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
工
事
期
間
　
10
月
15
日
〜
11
月
30
日

　
市
花
い
っ
ぱ
い
運
動
推
進
協
議
会「
花
だ

ん
コ
ン
ク
ー
ル
審
査
委
員
会
」で
は
、９
月

17
日（
金
）に
応
募
者
の
方
々
の
花
だ
ん
を

巡
回
審
査
し
ま
す
。設
計
・
管
理
・
推
進
方
法

を
審
査
し
、９
月
下
旬
に
結
果
を
発
表
し
ま

す
。

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

ふ
る
さ
と
の
文
化
財�

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

ふ
る
さ
と
の
文
化
財�

ふ
る
さ
と
の
文
化
財�
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�
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１
、木
葉
石
に
つ
い
て�

　
森
吉
湯
の
岱
で
産
し
た
木
葉
石
が
、硯

に
作
ら
れ
明
治
天
皇
に
献
上
さ
れ
た
と

い
う
。『
北
家
日
記
』（
角
館
佐
竹
家
）、明

治
時
代
の
百
科
事
典
に
は
硯
の
材
料
と

し
て
記
事
が
出
て
く
る
と
い
う
。現
地
調

査
に
よ
っ
て
、湯
の
岱
と
平
田
間
の
硯
岱

を
流
れ
る
小
又
川
の
川
底
、白
糸
の
滝
上

流
の
右
の
沢（
硯
の
沢
）で
現
在
で
も
産

す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
と
い
い
ま
す
。�

　
木
葉
石
は
、木
の
葉（
植
物
な
ど
）が
付

い
た
温
泉
沈
殿
物
、主
と
し
て
砂
岩
、凝

灰
岩
な
ど
で
、栃
木
県
塩
原
温
泉
の
木
葉

石
が
最
も
有
名
で
す
。阿
仁
地
方
で
も
産

し
ま
す
が
、硯
材
と
し
て
は
利
用
で
き
る

も
の
は
な
い
と
い
う
中
で
、森
吉
地
区
の

木
葉
石
は
森
吉
火
山
の
火
山
性
砕
屑
物

が
沈
積
す
る
時
近
く
の
植
物
の
一
部
が

混
じ
っ
て
堆
積
し
た
も
の
と
い
う
。植
物

の
種
類
は
ブ
ナ
や
セ
コ
イ
ア
、カ
エ
デ
、

ツ
タ
が
多
い
と
い
う
。�

２
、木
の
葉
硯
の
歴
史
に
つ
い
て�

　
木
葉
石
が
い
つ
ご
ろ
発
見
さ
れ
、硯
に

作
ら
れ
た
か
よ
く
分
か
っ
て
い
な
い
が
、

石
そ
の
も
の
の
発
見
年
代
は
、湯
の
岱
開

村
の
享
保
５
年（
１
７
２
０
年
）か
、砂
子

沢
開
村
の
天
和
２
年（
１
６
８
２
年
）或

は
そ
れ
以
前
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
と
い
う
。享
和
２
年（
１
８
０
２
年
）に

湯
の
岱
に
や
っ
て
き
た
菅
江
真
澄
は
こ

の
石
を
採
取
し
よ
う
と
し
て
失
敗
し
て

い
る
。（『
雪
の
秋
田
根
』）次
の
年
に
も
挑

戦
す
る
が
ま
た
採
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
と
い
う
。口
伝
に
よ
る
と
、木
葉
石

産
地
は
古
く
か
ら
庄
司
家
の
管
轄
で
、現

地
人
に
阿
仁
前
田
ま
で
運
ば
せ
庄
司
家

を
中
心
に
冬
期
に
硯
作
り
を
楽
し
ん
で

い
た
と
い
う
。金
家
に
は
松
亭
兎
月
が
作

っ
た
人
形
や
印
刻
、道
具
等
が
多
く
残
っ

て
い
る
。�

　
先
の『
北
家
日
記
』の
記
録
で
は
、安
永

６
年（
１
７
７
５
年
）江
戸
時
代
の
中
頃

に
は
す
で
に
作
ら
れ
、当
時
の
大
名
の
間

の
贈
り
物
に
も
な
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。�

▽
昭
和
59
年
３
月
21
日
指
定
有
形
文
化
財�

▽
資
料
／「
木
葉
硯
」松
亭
兎
月
作（
森
吉

町
史
編
さ
ん
会
）、『
森
吉
山
麓
菅
江
真
澄

の
旅
』（
森
吉
山
ダ
ム
工
事
事
務
所
）�

▽
紹
介
者
／
北
秋
田
市
文
化
財
保
護
審

議
会
委
員
　
照
内
捷
二�

北
秋
田
市
指
定
有
形
文
化
財
（
工
芸
）�

○
「
木
葉
石
」
１
個�

◇
所
在
地
・
本
城
字
館
の
下
１
９
２

◇
所
有
者
・
金
　
和
彦

�����

　
北
秋
田
市
の
宝
で
あ
る
伊
勢
堂
岱
遺
跡

の
魅
力
を
伝
え
る
た
め
に
縄
文
ま
つ
り
を

開
催
し
ま
す
。�

　
日
　
時
　
９
月
18
日（
土
）�

　
場
　
所
　
伊
勢
堂
岱
遺
跡
現
地�

▼
第
１
部
　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時�

　
縄
文
体
験
青
空
教
室�

　
　
勾
玉
づ
く
り
、土
器
・
土
偶
づ
く
り
、　

　
　
火
お
こ
し
、的
あ
て
、縄
文
料
理�

▼
第
２
部
　
午
後
１
時
〜
３
時�

　
オ
カ
リ
ナ
、合
唱
、縄
文
踊
り
、邦
楽
演
奏

な
ど
。�

　

�

　
ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
は
、縄
文
時
代
を
生

き
た
人
々
や
社
会
に
と
っ
て
、ど
ん
な
意
味

を
も
つ
の
？
　
専
門
家
、調
査
担
当
者
が
わ

か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。�

　
日
　
時
　
９
月
19
日（
日
）�

　
　
　
　
　
９
時
30
分
〜
４
時
20
分�

　
場
　
所
　
北
秋
田
市
文
化
会
館�

　
講
　
演�

　
小
林
達
雄
　
国
学
院
大
学
名
誉
教
授�

　  

　
「
縄
文
人
が
ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
に�

     

　
　
求
め
た
も
の
」�

　
中
村
　
大   

総
合
地
球
環
境
学
研
究
所�

　
　
　
　
　
　
研
究
員�

　
　  

「
ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
を
な
ぜ
そ
こ
に  �

    

　 

　
造
っ
た
の
か
」�

森
吉
公
民
館
講
座
受
講
者
募
集�

第
10
回
北
秋
田
市
縄
文
ま
つ
り

花
だ
ん
コ
ン
ク
ー
ル
巡
回
審
査

◎
申
込
み
・
問
合
せ

　
　
森
吉
公
民
館
a

72-

３
２
５
９�

お
知
ら
せ
　
　
〜
中
央
公
民
館
よ
り
〜�

◎
申
込
み
・
問
合
せ

　
　
中
央
公
民
館
a

62-

１
１
３
０�

世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て�

◎
問
合
せ
　
生
涯
学
習
課
文
化
班

　
　
　
　
　
　
　
a

62-

６
６
１
８�

世
界
遺
産
登
録
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
「
ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
の
や
く
わ
り
」

「
新
聞
紙
で
エ
コ
バ
ッ
ク
作
り
」

　
　
〜
身
近
な
材
料
で
作
る
ス
テ
キ
な
バ
ッ
ク
〜

「
畳
の
へ
り
バ
ッ
ク
作
り
」

　
　
〜
綺
麗
な
出
来
上
が
り
で
す
〜

▲　木葉硯
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●公民館活動　●生涯学習�
●文化振興　●学校　●スポーツ�

地域で学び、活動する�
皆さんを応援します�
北秋田市教育委員会�

　わんぱくクラブ「川遊びと夏の遊び」が８月４日、

阿仁ふるさと文化センターを会場に行われました。�

　予定されていた川遊びは長雨による川の増水によ

り残念ながら中止となりましたが、１年生から４年

生までの参加児童15名は３班に分かれ、公民館支援

ボランティア「阿求道会」会員の指導により班別対抗で、

スマイルボーリング・輪投げ大会・フライングディスク・

ボール遊びなどに汗を流したあと、お昼には流しソ

ーメンをおなかいっぱい食べました。�

　このあと、スイカ割りやイワナのつかみ捕りに挑

戦し、夜はバーベキューをしながら花火で多彩な夏

の遊びを楽しみました。�

�

�

　県生涯学習センターとの連携講座「北秋田キャン

パス第３回講座」が８月７日、阿仁合駅周辺を会場

に開催されました。�

　内陸線を利用して、鷹巣駅から阿仁合駅に向かう

車内では、小林精一さん（元阿仁町助役）を講師に「阿

仁街道と阿仁鉱山」について、当時の人々の暮らし

や歴史、文化などを学びました。到着後は駅周辺を

散策しながら、阿仁郷土文化保存伝承館や異人館を

見学しました。�

　午後は、市役所阿仁庁舎を会場に齋藤壽胤さん（県

民俗学会副会長）から「街道と鉱山の信仰」につ

いて講義を受けて阿仁地域の歴史に理解を深めま

した。�

　毎月１回、様々なスポーツを体験し、日頃の運動

不足解消と交流を目的とした「はつらつ軽運動教室」

が森吉総合スポーツセンターで行われています。�

　この教室は、毎月第３水曜日の午前中に開催され

ており、これまでに「ソフトバレー」「ミニテニス」

「ユニカール」を体験しました。�

　どの競技も初心者が対象ですので、講師の各協会

の方たちの丁寧で分かりやすい指導により、ルール

に従いながら楽しく体を動かしています。受講者の

方が様々なスポーツを体験し、その中から自分にあ

った競技を見つけ、楽しんで続けていくお手伝い

が出来るように今後もたくさんのスポーツを企画

しますので、ふるってご参加ください。�

阿
仁
合
駅
に
到
着

『内陸線』で行く阿仁の道�
 ～「美の国カレッジ」あきた学～�

伝
承
館
で
説
明
を

受
け
る
受
講
生

はつらつ軽運動教室♪�
～いろんなスポーツにチャレンジ～�

川遊びと夏の遊び�
　～阿仁公民館わんぱくクラブ～�

ユ
ニ
カ
ー
ル
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

▼イワナの
　　　つかみ取り

▲みんなで
　　　スイカ割り

▲

▲

▲


